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【司会】 

ただいまから、第１４２回青森県都市計画審議会を開会いたします。 

それでは今回、第２号委員、第３号委員及び第５号委員につきましては、人事

異動等に伴い、一部委員に変更がございましたので、委員の皆様のご紹介をさせ

ていただきます。  

第１号委員は、学識経験を有する皆様でございます。 

八戸工業高等専門学校産業システム工学科准教授の馬渡龍様でございます。 

景観人の椛沢孝子様でございます。 

一般社団法人青森県建築士会理事の工藤淳子様でございます。 

青森県ビックウーマンの佐々木弘子様でございます。本日は欠席となってお

ります。 

公益社団法人青森観光コンベンション協会の高樋忍様でございます。 

 弘前大学大学院理工学研究科助教の堀内一穂様でございます。 

 続きまして、第２号委員は関係行政機関の皆様でございます。 

東北農政局長の木内岳志様でございます。本日は代理として、農村計画課企画

官の畑山元晴様が出席されております。 

東北地方整備局長の津田修一様でございます。本日は代理として、青森河川国

道事務所所長の佐近裕之様が出席されております。 

東北運輸局長の尾関良夫様でございます。本日は代理として、青森運輸支局 

支局長の早川勤也様が出席されております。 

青森県警察本部長の住友一仁様でございます。本日は代理として、交通規制課 

次長の池田英俊様が出席されております。 

本日はご欠席されておりますが、第３号委員として青森県市長会会長の小野

寺晃彦様にご就任いただいております。 

こちらも本日はご欠席されておりますが、第４号委員として、青森県議会議員

の森内之保留様、熊谷雄一様、岡元行人様にご就任いただいております。 

 続きまして、第５号委員は市町村の議会の議長を代表する方でございます。 

青森県町村議会議長会会長の野呂日出男様でございます。 

 なお、本日の出席状況につきましては、委員１５名のうち、１０名が出席とな

っております。委員の半数以上が出席されておりますので、この会議が成立して

いることをご報告申し上げます。 

それでは議事に移ります前に、お配りしている資料の確認を行います。 

まず、１枚目は第１４２回青森県都市計画審議会次第、２枚目は委員名簿およ

び出席状況、３枚目は委員席図です。次に、議案書です。次に、Ａ３判横の参考

資料です。次に、表紙が青色のパワーポイントを印字した資料です。 

不足などございましたら事務局までお申し付け下さい。 

本日は、青森県から付議された議案が３件ございますので、ご審議の程よろし

くお願い致します。 
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これからの会議につきましては、青森県附属機関に関する条例第６条の規定

によりまして会長が会議の議長となりますので、馬渡会長に会議の進行をお願

いいたします。 

 

【馬渡会長】  

はい。それでは、規定によりまして議長を務めさせていただきます。最初に慣

例によりまして、私から議事録署名委員２名を指名させていただきます。堀内委

員と椛沢委員にお願いしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

【堀内委員、椛沢委員】 

 はい。 

 

【馬渡議長】 

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

それでは議案の審議に入ります。 

まず、議案第１号「つがる都市計画道路の変更（青森県決定）」及び議案第２

号「鰺ヶ沢都市計画道路の変更（青森県決定）」についての２件につきましては、

関連する案件ですので一括してご審議をお願い致します。それでは、議案の内容

について、事務局から説明してください。 

 

【事務局】 

議案第１号「つがる都市計画道路の変更（青森県決定）について」及び議案

第２号「鰺ヶ沢都市計画道路の変更（青森県決定）について」、ご説明いたし

ます。 

これらについては、路線の性格上一体性をなすことから、一括してご説明い

たします。 

はじめに、都市計画道路についてご説明いたしまして、その後に具体の変更

について説明いたします。 

 まず、都市計画道路についてです。 

都市計画道路とは、都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、都市計画

法に基づいて決定している道路のことです。 

次に、目的とその効果です。 

都市計画道路として決定することにより、事前にそのルートを示すことがで

き、その決定された範囲に建築制限がかかるほか、事業認可を得ることで土地

の収用が可能になるなど、道路の建設を円滑に行うことができるようになりま

す。この建築制限について、簡単に説明いたします。 
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これは、建築制限のイメージ図です。黒い実線が現在の道路の幅を示した線

です。青い点線が都市計画道路の幅を示した線です。建築制限を受けるのは黒

い実線と青い点線の間の区域になります。 

この制限区域において、基本的には建築物を建てる際は２階以下で地下を有

しない建築物であり、かつ比較的容易に移転できる木造等の建築物でなければ

建築することができないことになります。 

次に、建築の許可についてです。 

今回、つがる都市計画区域及び鰺ヶ沢都市計画区域で決定しますが、一括し

て、都市計画法第５３条第１項の規定による許可について、許可申請、許可の

基準、許可の流れをご説明いたします。 

今回、新たに都市計画道路として決定する、１･５･１号つがる鰺ヶ沢線の区

域、計画地内において、建築物を建築しようとするときは、つがる市長又は鰺

ヶ沢町長の許可が必要になります。 

許可の基準は、階数が２階以下で、かつ、地下を有しないこと。 

主要構造部が木造、鉄骨造、コンクリートブロック造その他これらに類する

構造であること。 

この二つの要件を満たし、かつ、容易に移転し、又は除却することができる

ものであると認められるものになります。 

次に、許可の流れは、つがる鰺ヶ沢線の区域内に建築物を建築する場合、つ

がる市の区域内は、つがる市建築住宅課へ申請し、つがる市長の許可を受ける

ことになります。 

鰺ヶ沢町の区域内は、鰺ヶ沢町建設課へ申請し、鰺ヶ沢町長の許可を受ける

ことになります。 

また、つがる鰺ヶ沢線の区域内に入っているかどうかの確認や許可申請の受

付はつがる市建築住宅課及び鰺ヶ沢町建設課で行っています。 

それでは、「つがる都市計画道路の変更」及び「鰺ヶ沢都市計画道路の変

更」の具体的な内容についてご説明いたします。 

お手元の資料のうち、議案書は１ページ、参考資料も１ページになります。 

今回の変更一覧表です。新たに、自動車専用道路として、１･５･１号つがる

鰺ヶ沢線が追加されます。 

今回、新たに決定するつがる鰺ヶ沢線は、高規格幹線道路、津軽自動車道の

整備中の鰺ヶ沢道路及び未整備区間の柏～浮田間になります。 

津軽自動車道とは、東北縦貫自動車道の浪岡インターチェンジから五所川原

市を通過し、日本海沿岸地域までを結ぶ計画延長約３８ｋｍの高規格幹線道路

です。 

つがる鰺ヶ沢線は、自動車専用道路であり、津軽自動車道の開通済区間の終

点である、つがる柏インターチェンジを起点として、終点の鰺ヶ沢インターチ

ェンジまでの約１６ｋｍとなります。 
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なお、津軽自動車道の都市計画決定に伴い、鰺ヶ沢インターチェンジにアク

セスさせるために、３・４・１号鳴戸大和田線の一部区域の変更も併せて行い

ます。 

今回新たに決定するつがる都市計画道路つがる鰺ヶ沢線の拡大図になりま

す。 

今回新たに決定する鰺ヶ沢都市計画道路つがる鰺ヶ沢線の拡大図になりま

す。 

次に、つがる鰺ヶ沢線の整備の目的と効果についてご説明します。 

まずは、地域産業の支援があげられます。 

移動性の向上により、産業立地の促進や農水産物の安定輸送を支援が図られ

ます。 

また、鰺ヶ沢海水浴場や世界遺産白神山地など、観光資源が豊富に存在して

おり、移動時間が短縮し、観光地での滞在時間の増加や津軽半島周遊道路ネッ

トワークの形成が期待されます。 

次に、「救急医療施設」へのアクセス向上があげられます。 

救急医療施設への速達性・安定性の向上により、患者への負担軽減等を通じ

て救急医療を支援が図られます。 

次に、冬期を含めた交通環境の改善があげられます。 

現道の急カーブ・急勾配の線形不良や幅員が狭い区間が存在し、また冬期は

堆雪によりさらに幅員が狭まる等、速度低下が発生しております。これら隘路

区間を回避し、走行の安全性の向上が図られます。 

続いて、安全性・信頼性の高い道路ネットワークの確保があげられます。 

西北地域は昭和５８年の地震・津波で甚大な被害を受け、道路も寸断された

過去があります。津軽自動車道により、安全性が高く、災害に対しても強靭な

緊急輸送道路が確保され、西海岸地域と県都青森市との連携を強化が期待され

ます。 

つがる都市計画道路つがる鰺ヶ沢線、鰺ヶ沢都市計画道路つがる鰺ヶ沢線の

計画概要になります。 

つがる都市計画道路の計画延長は約１３㎞、鰺ヶ沢都市計画道路は約４ｋ

ｍ、車線数はどちらも２車線、道路区分はどちらも第１種第３級、設計速度も

どちらも８０ｋｍ／ｈ、標準的な道路幅員は１３.５ｍの自動車専用道路となっ

ております。 

次に、今回新たに決定するつがる都市計画道路つがる鰺ヶ沢線の位置図にな

ります。 

つがる都市計画道路つがる鰺ヶ沢線の総括図になります。 

総括図は、都市計画決定する道路のルート、幅員、車線数、インターチェン

ジの位置を示しています。 
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津軽自動車道の開通済区間との接続箇所の起点には、つがる柏インターチェ

ンジが設置されます。 

ＪＲ五能線を越え、一般県道桑野木田南広森線との交差箇所には、仮称「木

造インターチェンジ」が設置されます。 

続いて、主要地方道鰺ケ沢蟹田線との交差箇所には、仮称「浮田インターチ

ェンジ」が設置されます。 

そして、鰺ヶ沢町との市町境界までの約１３ｋｍが、つがる都市計画道路

１・５・１号つがる鰺ヶ沢線のルートとなります。この図の青い破線が市町村

境界となります。 

本線は、国道１０１号と併走するルートにより、国道１０１号の通行止め時

の代替路の確保を図り、また地域間の速達性の向上を図ったルートで計画され

ています。 

つがる都市計画区域の都市計画図に今回のつがる鰺ヶ沢線を重ねた図になり

ます。 

赤、黄、紫などで着色された地域は、用途地域といい、市街地の土地利用が

定められた地区で、住宅、商業、工業などの建物が建っている地域です。本線

は、用途地域外のルートとなっており、沿道家屋等を極力回避したルートで計

画されています。 

今回新たに決定する鰺ヶ沢都市計画道路つがる鰺ヶ沢線と、この決定に伴

い、鰺ヶ沢インターチェンジにアクセスさせるために、変更する、３・４・１

号鳴戸大和田線の位置図になります。 

鰺ヶ沢都市計画道路つがる鰺ヶ沢線の総括図になります。 

総括図は、都市計画決定する道路のルート、幅員、車線数、インターチェン

ジの位置を示しています。 

先ほど、ご説明しました、つがる都市計画道路つがる鰺ヶ沢線と接続する、

つがる市と鰺ヶ沢町の市町境界が起点となります。 

ＪＲ五能線を越え、主要地方道弘前岳鰺ヶ沢線との交差箇所には南浮田イン

ターチェンジが設置されます。 

そして、国道１０１号との平面交差箇所には鰺ヶ沢インターチェンジが設置

されます。 

この、つがる市と鰺ヶ沢町との市町境界から鰺ヶ沢インターチェンジまでの

約４ｋｍが、鰺ヶ沢都市計画道路１・５・１号つがる鰺ヶ沢線のルートとなり

ます。青い破線が市町村境界となります。この区間は、津軽自動車道の鰺ヶ沢

道路として事業中です。 

本線は、国道１０１号と併走するルートにより、国道１０１号の通行止め時

の代替路の確保を図り、また地域間の速達性の向上を図ったルートで計画され

ています。 

鰺ヶ沢都市計画区域の都市計画図になります。 
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鰺ヶ沢都市計画道路つがる鰺ヶ沢線は、用途地域外のルートとなっており、

沿道家屋等を極力回避したルートで計画されています。 

また、幹線街路である国道１０１号（３・４・１号鳴戸大和田線）と接続す

ることにより、地域間交通を円滑にするとともに、沿道の土地利用が図られる

ルートで計画されています。 

鰺ヶ沢都市計画道路３・４・１号鳴戸大和田線の総括図になります。 

鳴戸大和田線の平面図になります。 

つがる鰺ヶ沢線の、鰺ヶ沢インターチェンジに、平面交差によりアクセスさ

せるために、３・４・１号鳴戸大和田線の一部区域を変更します。 

変更前が黄色で、変更後が赤色です。変更前は、鳴戸大和田線がカーブ区間

であった箇所を、つがる鰺ヶ沢線とまっすぐに接続させるＴ字交差点となるた

め、交差点形状に合わせ都市計画を変更します。 

ここからは、上空からの写真で、地区ごとの状況をご説明します。下側に

は、緑色の矢印で撮影した箇所と方角を示しています。 

写真には、ルートを赤線で、設置されるインターチェンジを赤の丸印で示し

ています。 

まず、最初の写真はつがる柏インターチェンジから終点方向、つがる都市計

画道路つがる鰺ヶ沢線の起点側となります。 

つがる柏インターチェンジから国道１０１号とＪＲ五能線の間を通過し、木

造駅を過ぎてＪＲ五能線を越えます。 

仮称「木造インターチェンジ」周辺の写真となります。 

ＪＲ五能線を越え、一般県道桑野木田南広森線との交差箇所には、仮称「木

造インターチェンジ」が設置されます。 

先ほどの写真と逆方向の写真となります。終点から起点方向の写真です。主

要地方道鰺ケ沢蟹田線との交差箇所には、仮称「浮田インターチェンジ」が設

置されます。 

そして、国道１０１号を越え、鰺ヶ沢町との市町境界までの約１３ｋｍが、

つがる都市計画道路１・５・１号つがる鰺ヶ沢線のルートとなります。 

続きまして、鰺ヶ沢都市計画道路つがる鰺ヶ沢線です。 

起点から終点方向の写真になります。つがる市との市町境界が起点となりま

す。ＪＲ五能線を越え、主要地方道弘前岳鰺ヶ沢線との交差箇所には南浮田イ

ンターチェンジが設置されます。 

国道１０１号（鰺ヶ沢都市計画道路３・４・１号鳴戸大和田線）との平面交

差箇所には鰺ヶ沢インターチェンジが設置されます。 

鰺ヶ沢インターチェンジ周辺の写真となり、こちらが終点となります。つが

る市と市町境界から、鰺ヶ沢ＩＣまでの約４ｋｍが、鰺ヶ沢都市計画道路１・

５・１号つがる鰺ヶ沢線のルートとなります。 
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この区間のうち、鰺ヶ沢インターチェンジから３．４ｋｍ区間が平成２８年

７月３０日に供用開始しております。 

続きまして、都市計画決定に関する議案第１号及び第２号について、手続き

の状況をご説明いたします。フローチャートにありますとおり、これまで、都

市計画原案の作成及び説明会を開催しております。公聴会につきましては、つ

がる都市計画道路については、公述人の申し出がありませんでしたので、開催

をとりやめております。次に、鰺ヶ沢都市計画道路については、公述人の申し

出が１名ありましたので、平成２９年１０月２３日に公聴会を開催しておりま

す。次に、都市計画案を作成し、平成２９年１１月９日から１１月２２日にか

けて縦覧及び住民意見の聴取を行ったところ、意見書の提出はありませんでし

た。また、この都市計画案について、関係市町村の意見を聴取したところ、

「異議ない」旨回答を得ております。これらの手続きを経て、本日、議案第１

号及び議案第２号を青森県都市計画審議会に付議したところです。 

続きまして、公聴会での公述概要をご説明します。 

公聴会での公述概要とその検討結果の１点目については、「ＩＣ出口付近へ

の対応策について」です。 

一般道路直結型のインターチェンジは、道路法、道路交通法等関係法令によ

っても適法であり、他県等に実施例があります。 

次に、鰺ヶ沢道路終点部は設計速度の変化に対応する構造となっており、道

路構造令等に準拠しております。 

次に、写真をご覧ください。交差点手前で制限速度４０ｋｍ／ｈまで下げる

など、規制速度を現地状況に応じて変化させるとともに、規制標識を適正に設

置しております。 

次に、事前予告案内板、一般道への接続案内板等十分な表示をしています。 

これらの理由により、鰺ヶ沢インターチェンジ出口部分については法令・構

造令、交通管理、道路管理の面からも適正に整備されていると判断しておりま

す。 

続きまして、公聴会での公述概要とその検討結果の２点目です。「土地を分

断される地元農業者への対応について」です。 

１・５・１つがる鰺ヶ沢線（鰺ヶ沢都市計画区域内）では、農地が分断され

る箇所に横断ボックスカルバートや側道の整備などをある程度集約しながら、

利用者の利便性の低下を招かないよう、地元市町村や農業者の理解を得ながら

整備しております。 

写真をご覧ください、つがる鰺ヶ沢線のうち鰺ヶ沢都市計画の区域内では、

青で示した横断ボックスカルバートが合計１２箇所、赤で示した側道が約２，

１００ｍ整備されています。 

続きまして、公聴会での公述概要とその検討結果の３点目です。「高盛土に

より、地域の景観が失われる。」という意見です。 
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写真をご覧ください。自動車専用道という道路の性格により平面交差が難し

いことから、区間により一定程度の盛土高さになることもありますが、縦断勾

配の適正な設定等により極力盛土高を抑え、さらに法面も緑化することで、良

好な景観の維持へ配慮しています。 

続きまして、公聴会での公述概要とその検討結果の４点目です。「軟弱地盤

により、道路が出来ても沈下する。」という意見がありました。 

地盤が軟弱な箇所については、不等沈下をおこさないよう、軟弱地盤対策を

行っています。経年等の理由により道路が沈下した場合でも、道路面の舗装補

修等を行い、走行性及び安全性を確保しています。 

写真をご覧ください。左上の写真のように、地盤が軟弱な箇所では、土を盛

ると沈下します。この沈下が、右上の写真のように、不等沈下をしますと、こ

のように段差が生じ走行に支障があります。 

このため、下の写真のように、あらかじめ計画されている地盤に盛土などで

荷重をかけて沈下を促進させる工法などの軟弱地盤対策工法（プレロード）を

実施しております。 

先ほど説明しましたとおり、鰺ヶ沢道路の軟弱地盤を含む区間は既に、軟弱

地盤対策工法を施工し、走行性及・安全性に問題無く、供用されております。 

以上で、議案第１号「つがる都市計画道路の変更」及び議案第２号「鰺ヶ沢

都市計画道路の変更」についての説明を終わります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【馬渡会長】 

ただいま説明のありました議案第１号及び議案第２号につきまして、ご質問、

ご意見等ございませんか。 

 

それでは、私から１つ。ボックスカルバートを１２箇所設置するということで

すが、大体どのくらいの間隔で設置されるのでしょうか。 

 

【事務局】 

 詳しくは把握しておりませんが、４ｋｍ区間の間に１２箇所設置しています。

農地の利用に支障がないように地元住民の方々と相談して決めております。 

 

【馬渡会長】 

 わかりました。他に何かご質問・ご意見等ございますでしょうか。 

ご質問、ご意見等ないようですので、お諮りいたします。 

議案第１号及び議案第２号については、原案どおり決することにご異議ござ

いませんか。 
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【各委員】 

 異議なし。 

 

【馬渡会長】 

それでは、ご異議ないようですので、議案第１号及び議案第２号については原

案どおり決定することといたします。 

続きまして、議案第３号「むつ都市計画道路の変更（青森県決定）」について、

ご審議をお願い致します。それでは、議案の内容について、事務局から説明をお

願いします。 

 

【事務局】 

まず、今回の都市計画の変更の内容を説明いたします。都市計画道路とは、 

都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、都市計画法にもとづいて決定さ

れた道路です。むつ都市計画道路１・５・１号むつ横浜線のうち、横浜町字太

郎須田～上イタヤノ木の約１，５００ｍの区間における区域の変更です。 

この区間は、盛土し、その盛土の上に道路を構築するため、法面による高低

差の処理が必要となりますが、当初の都市計画決定では、道路法面等で必要な

区域が未定であったため、車道のみが都市計画決定されていました。 

この度、事業実施段階で行う測量、設計により、高低差の処理に必要な道路

法面等の区域が確定したことから、その区域を都市計画道路の区域に追加する

変更を行います。 

続きまして、今回、計画変更する都市計画道路１･５･１号むつ横浜線につい

てご説明します。都市計画道路名は、むつ市と横浜町を結ぶ道路ですのでむつ

横浜線となります。この道路は一般的には、下北半島縦貫道路と呼ばれており

ます。 

この区間は建設中のむつ南バイパスの起点となる国道２７９号と国道３３８

号の交差点から、同じく建設中の吹越バイパスの横浜吹越インターまでの約３

６ｋｍの区間となります。このうち吹越バイパスは平成２９年１１月１５日に

供用開始しております、 

次に、むつ横浜線の整備の目的と効果についてご説明します。 

まずは、交通障害の解消があげられます。現道のアップダウン・急カーブな

ど線形不良や冬期の視程障害が原因で、事故が多く発生している箇所を回避

し、走行の安全性が向上します。また、むつ市街地の渋滞箇所や平面踏切を回

避した自動車専用道路のバイパス整備により、高速性や定時性を確保できま

す。 

次に、地域間連携の強化があげられます。むつ横浜線を含む、県内の高速交

通ネットワークの形成により、県内外地域との交流が活発化します。また広域

交流拠点である青森空港、三沢空港や新幹線駅へのアクセスが強化されます。 
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次に、産業・観光分野の発展の支援があげられます。道路整備による移動性

の向上により、産業立地の促進や農水産物の安定輸送を支援します。また移動

時間が短縮することで、観光地での滞在時間が増加し消費が拡大することや、

一つの観光地だけではなく、周辺の観光地もめぐる広域観光ルートの形成が期

待されます。 

続いて、救急医療ネットワークの向上があげられます。青森市、八戸市の高

度医療施設への救急搬送時間が短縮し、重症患者を安静に搬送することが可能

となります。 

下北半島が抱える自然災害リスクへ対応が可能となります。平成２４年の豪

雪時、下北半島の幹線道路である国道 279 号と国道 338 号が全面通行止めにな

り、下北半島地域が一時孤立化しました。このようなリスクに対応可能となり

ます。 

また、「東日本大震災」の際、北海道からの支援物資が大間港を利用して国

道 279 号を主経路として被災地へ輸送されており、この道路が整備されるとよ

り強力に広域災害活動の支援が可能となります。 

 こちらは、むつ横浜線の計画概要になります。計画延長：３６㎞、車線数：

２車線、道路区分：第１種第３級、設計速度：８０ｋｍ／ｈ、標準的な道路幅

員：１３.５ｍです。 

こちらは、むつ横浜線の総括図になります。むつ市中野沢を境に、むつ市側

と横浜側の２地域あります。 

総括図は、都市計画決定する道路のルート、幅、車線、インターチェンジの

位置を示しています。 

国道２７９号と国道３３８号の交差点となる起点には、仮称「むつインター

チェンジ」が設置されます。田名部川を越え、主要地方道むつ尻屋崎線との交

差箇所には、仮称「むつ尻屋崎インターチェンジ」が設置されます。続いて、

国道３３８号の交差箇所には、仮称「むつ東通インターチェンジ」が設置され

ます。国道２７９号の現道にタッチする、仮称「むつ南インターチェンジ」が

設置されます。 

本線は、国道２７９号の現道の東側の山すそを平行に南下するように計画さ

れています。県立むつ養護学校の付近を通過し、むつ市中野沢において、仮称

「中野沢インターチェンジ」が設置される予定です。 

本線は、そのまま山すそを南下していき、県道泊陸奥横浜停車場線との交差

箇所、道の駅よこはまが立地しているところですが、横浜インターチェンジが

設置されます。 

さらに南下し、吹越駅付近で、主要地方道横浜六ヶ所線を越え、平成２９年

度開通した吹越バイパスの横浜吹越インターチェンジと接続するルートとなっ

ております。 
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今回の変更は、この青色の横浜インターチェンジが設置される「道の駅よこ

はま」付近の横浜町字太郎須田～上イタヤノ木の約１，５００ｍの区間におけ

る区域の変更です。 

続きまして、都市計画決定に関する議案第３号について、手続きの状況から

ご説明いたします。フローチャートにありますとおり、これまで、都市計画原

案の作成及び説明会を開催しております。公聴会につきましては、むつ都市計

画道路について、公述人の申し出がありませんでしたので、開催をとりやめて

おります。つぎに、都市計画案を作成し、平成２９年１１月２日から１１月１

５日にかけて縦覧及び住民意見の聴取を行ったところ、意見書の提出はありま

せんでした。また、この都市計画案について、関係市町村の意見を聴取したと

ころ、「異議ない」旨回答を得ております。これらの手続きを経て、本日、議

案第３号を青森県都市計画審議会に付議したところです。 

以上で、議案第３号「むつ都市計画道路の変更」についての説明を終わりま

す。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【馬渡会長】 

ただいま説明のありました議案第３号につきまして、ご質問、ご意見等ござい

ませんか。 

それではご質問、ご意見等ないようですので、お諮りいたします。議案第３号

については、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

 

【各委員】 

 異議なし。 

 

【馬渡会長】 

それでは、ご異議ないようですので、議案第３号については原案どおり決定す

ることといたします。 

 これで、本日の審議案件は終了いたしました。 

つきましては、青森県知事に対し、「原案のとおり議決された」旨、答申する

ことといたします。それでは、進行を司会にお返しいたします。 

 

【司会】 

皆様方には、ご審議をいただきまして、誠にありがとうございました。これを

持ちまして、第１４２回青森県都市計画審議会を閉会いたします。 

 


